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一
　
は
じ
め
に

　
一
九
八
〇
年
代
は
、
国
際
政
治
の
構
造
的
な
変
化
が
起
こ
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
一
九
七
九
年
一
二
月
、
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵

攻
に
よ
っ
て
デ
タ
ン
ト
が
終
焉
を
迎
え
、
新
冷
戦
と
呼
ば
れ
る
時
代
が
到
来
し
た
。
米
国
で
は
、
カ
ー
タ
ー
（Jam

es E. Carter Jr.

）
大

統
領
の
対
ソ
融
和
政
策
を
強
く
批
判
し
、
力
に
よ
る
平
和
を
唱
え
た
レ
ー
ガ
ン
（Ronald W

. Reagan

）
が
大
統
領
に
当
選
し
た
。
レ
ー

ガ
ン
政
権
は
再
び
ソ
連
と
大
規
模
な
軍
備
拡
張
競
争
を
行
い
な
が
ら
、
ソ
連
の
勢
力
拡
大
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
ア
ジ

ア
の
国
々
と
の
連
合
戦
線
の
構
築
に
努
め
た
。
日
本
で
は
、
大
平
正
芳
首
相
の
急
逝
を
受
け
て
鈴
木
善
幸
が
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
し
た
。

鈴
木
政
権
は
、
西
側
の
一
員
と
し
て
責
任
分
担
を
求
め
る
米
国
の
圧
力
に
直
面
し
た
。
一
方
、
韓
国
で
は
、
朴
正
煕
が
暗
殺
さ
れ
た
後
、

粛
軍
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
全
斗
煥
国
軍
保
安
司
令
官
が
権
力
を
掌
握
し
た
。

　
一
九
八
〇
年
五
月
の
光
州
事
件
を
経
て
大
統
領
に
就
任
し
た
全
斗
煥
は
、
カ
ー
タ
ー
政
権
の
在
韓
米
軍
撤
退
政
策
や
第
二
次
石
油
危
機

に
よ
る
不
安
定
な
安
保
と
経
済
状
況
を
打
開
し
、
政
権
の
正
統
性
を
確
保
す
る
た
め
、
米
国
を
訪
問
し
て
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
と
首
脳
会
談

を
行
っ
た
。
全
大
統
領
は
、
米
国
側
に
安
保
を
名
目
と
す
る
日
韓
安
全
保
障
経
済
協
力
（
安
保
経
協
）
構
想
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
米

国
が
日
本
側
に
対
し
て
対
韓
援
助
を
行
う
よ
う
促
す
こ
と
を
要
請
し
た
。
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
日
韓
安
保
経
協
交
渉
は
、
交
渉
開
始
か
ら

一
年
九
ヵ
月
（
六
二
九
日
）
が
経
過
し
た
後
、
一
九
八
三
年
一
月
一
一
日
、
中
曾
根
康
弘
首
相
の
訪
韓
の
際
に
、
総
額
四
〇
億
ド
ル
で
妥

結
さ
れ（
1
）た。

　
日
韓
安
保
経
協
交
渉
は
、
日
韓
関
係
に
お
い
て
最
大
の
懸
案
で
あ
っ
た
が
、
日
韓
両
国
の
同
盟
国
で
あ
る
米
国
に
と
っ
て
も
重
要
な
関

心
事
項
で
あ
っ
た
。
国
務
省
が
作
成
し
た
「
日
韓
関
係
（Japan-Korea Relations
）」
と
題
す
る
文
書
は
、
中
曾
根
首
相
の
訪
韓
を
通
じ
、

両
国
間
の
雰
囲
気
が
劇
的
に
改
善
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
日
本
の
首
相
と
し
て
は
初
め
て
韓
国
訪
問
の
道
を
開
い
た
」
と
評
価
し
た
上
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で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
二
つ
の
同
盟
国
で
あ
る
韓
国
と
日
本
の
良
好
な
関
係
は
、
我
々
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
利
益
と
な
る
。
我
々
は
、
こ
の
点

を
両
国
政
府
に
明
確
に
し
な
が
ら
、
二
国
間
の
紛
争
を
調
停
す
る
立
場
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
き（
2
）た。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
米
国
は
国
益
上
、
日
韓
関
係
を
重
要
視
し
つ
つ
も
、
日
韓
安
保
経
協
交
渉
に
は
直
接
関
与
し
な
か
っ
た
こ
と
が
窺

え
る
。
当
時
、
外
務
省
の
北
東
ア
ジ
ア
課
長
で
あ
っ
た
小
倉
和
夫
は
、「
対
韓
経
済
協
力
問
題
に
つ
い
て
、
米
国
政
府
当
局
か
ら
直
接
日

本
の
外
交
当
局
に
、
要
請
や
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
っ
た
事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
」
と
証
言
し
て
い（
3
）る。
そ
し
て
、
小
倉
北
東
ア
ジ
ア
課

長
と
共
に
日
韓
の
交
渉
を
担
当
し
た
長
谷
川
和
年
ア
ジ
ア
局
参
事
官
も
、「
ア
メ
リ
カ
が
介
入
し
た
と
い
う
記
憶
は
一
切
な
く
、
外
務
省

内
で
北
米
局
と
打
ち
合
わ
せ
も
し
な
か
っ
た
」
と
語
っ
て
い（
4
）る。

　
し
か
し
既
存
の
研
究
は
、
日
韓
安
保
経
協
交
渉
の
当
事
国
で
あ
る
日
本
と
韓
国
の
二
国
間
関
係
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
し
、
交
渉
過
程

だ
け
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
し
て
お
り
、
中
曾
根
首
相
の
政
治
的
決
断
に
よ
る
交
渉
の
妥
結
を
強
調
し
た
あ
ま
り
、
同
交
渉
に
お
け
る
米

国
の
役
割
に
関
す
る
研
究
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な（
5
）い。

　
李
庭
植
は
、
日
韓
安
保
経
協
交
渉
は
、
日
本
が
そ
の
必
要
性
を
確
信
し
た
た
め
妥
結
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
同
交
渉
に
お
け
る
米
国
の

韓
国
に
対
す
る
後
援
は
日
本
を
動
か
す
の
に
十
分
で
は
な
く
、
日
本
の
政
策
決
定
に
影
響
を
与
え
る
米
国
の
能
力
の
限
界
を
指
摘
し
て
い

る（
6
）。
一
方
で
、
小
此
木
政
夫
は
、
日
韓
安
保
経
協
交
渉
に
関
し
て
日
米
韓
の
三
角
安
保
協
力
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
を
行
い
、
新
冷
戦
下

で
の
同
交
渉
の
妥
結
は
、
中
曾
根
首
相
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
可
能
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
、
日
韓
の
交
渉
過
程
で
米
国

政
府
が
日
本
に
韓
国
へ
の
経
済
協
力
を
促
し
て
い
た
と
主
張
し（
7
）た。
他
方
、
薦
田
真
由（
8
）美と
曺
良（
9
）鉉は
、
日
韓
安
保
経
協
交
渉
に
お
け
る

米
国
の
要
因
に
も
注
目
し
、
米
国
が
日
韓
安
保
経
協
交
渉
に
強
く
関
心
を
持
ち
な
が
ら
も
日
韓
両
国
に
直
接
介
入
す
る
こ
と
に
は
慎
重
な
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立
場
を
示
し
た
と
論
じ
て
い
る
が
、
米
国
の
外
交
資
料
を
十
分
に
検
討
し
て
い
な
い
た
め
、
同
交
渉
に
お
け
る
米
国
の
役
割
に
関
し
て
実

証
的
な
分
析
が
で
き
て
い
な
い
。

　
以
上
の
先
行
研
究
は
、
日
韓
安
保
経
協
交
渉
に
お
け
る
米
国
の
役
割
に
つ
い
て
は
実
証
的
に
論
じ
て
お
ら
ず
、
断
片
的
な
指
摘
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
た
め
、
実
際
に
米
国
が
日
韓
安
保
経
協
交
渉
に
ど
の
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
た
か
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

先
行
研
究
の
多
く
は
、
米
国
政
府
が
、
日
韓
安
保
経
協
交
渉
に
直
接
介
入
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
日
米
の
負
担
分
担
の
観
点
か
ら

日
本
に
対
し
て
韓
国
へ
の
経
済
協
力
を
促
し
て
い
た
た
め
、
日
韓
安
保
経
協
交
渉
の
背
後
に
米
国
の
後
押
し
が
あ
っ
た
と
み
な
し
て
い
る
。 

　
本
稿
で
は
、
以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、
主
に
米
国
の
外
交
文
書
に
基
づ
い
て
、
日
韓
安
保
経
協
交
渉
に
米
国
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
た
の
か
を
実
証
的
に
考
察
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
九
八
〇
年
代
の
日
韓
安
保
経
協
の
意
義
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

二
　
日
韓
安
保
経
済
協
力
交
渉
の
背
景

㈠
　
韓
国
の
日
韓
安
保
経
済
協
力
構
想

　
当
時
、
韓
国
の
外
務
部
政
務
次
官
補
で
あ
っ
た
孔
魯
明
は
、
日
韓
安
保
経
協
構
想
が
田
中
角
栄
元
首
相
の
提
案
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

と
主
張
し
た
。
一
九
八
〇
年
九
月
一
日
、
第
一
一
代
大
統
領
に
就
任
し
た
全
斗
煥
は
、
各
国
に
軍
事
使
節
団
を
派
遣
し
た
。
米
国
に
派
遣

さ
れ
た
鄭
鎬
溶
特
戦
司
令
官
は
、
訪
米
の
帰
路
で
日
本
を
訪
問
し
、
田
中
元
首
相
と
会
っ
て
い
）
10
（
た
。
孔
に
よ
る
と
、
田
中
元
首
相
は
鄭
特

戦
司
令
官
に
対
し
て
「
日
本
が
朝
鮮
を
植
民
統
治
し
た
時
に
、
ソ
ウ
ル
の
龍
山
（
二
〇
師
団
）
と
咸
鏡
北
道
の
羅
南
（
一
九
師
団
）
に
二

個
師
団
を
駐
屯
さ
せ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
日
本
は
最
低
で
も
、
二
個
師
団
を
維
持
で
き
る
だ
け
の
安
保
協
力
を
名
目
と
し
た
韓
国
に
対
す

る
経
済
協
力
が
可
能
で
あ
る
」
と
話
し
て
い
た
こ
と
が
鄭
特
戦
司
令
官
の
帰
国
報
告
書
に
含
ま
れ
て
い
た
と
証
言
し
た
。
ま
た
、
孔
は
、
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鄭
特
戦
司
令
官
が
帰
国
し
て
か
ら
、
在
韓
米
軍
二
個
師
団
の
維
持
費
用
を
年
間
二
〇
億
ド
ル
と
推
算
し
、
借
款
の
規
模
を
一
〇
〇
億
ド
ル

で
策
定
し
た
と
述
べ
て
い
）
11
（

る
。
孔
の
証
言
か
ら
、
日
韓
安
保
経
協
構
想
は
田
中
元
首
相
の
提
案
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
安
保
を
名
目
と
し
、
日
本
に
対
し
て
経
済
協
力
を
求
め
る
と
い
う
韓
国
の
構
想
は
、
必
ず
し
も
新
し
い
こ
と
で
は
な
）
12
（
い
。
一

九
八
〇
年
四
月
の
日
韓
外
相
会
談
の
準
備
過
程
で
作
ら
れ
た
韓
国
外
務
部
の
資
料
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
は
、
我
が
国
が
一
人
当
た
り
一
、〇
〇
〇
ド
ル
所
得
を
超
え
る
中
進
国
で
あ
る
こ
と
に
照
ら
し
、
政
府
レ
ベ
ル
の
支
援
対
象
国
で
は
な
い
と
見

な
し
、
両
国
間
の
経
済
協
力
は
民
間
主
導
と
し
、
政
府
間
協
力
（
公
共
借
款
の
供
与
な
ど
）
は
節
減
す
る
と
い
う
基
本
的
立
場
で
あ
る
。
対
日
請
求
権

資
金
の
終
了
後
の
七
五
年
以
後
に
も
、
我
が
国
の
協
力
要
請
と
両
国
間
の
特
殊
な
事
情
を
勘
案
し
、
日
本
政
府
は
毎
年
九
、〇
〇
〇
万
ド
ル
相
当
の
公

共
借
款
を
供
与
し
て
き
た
が
、
同
公
共
借
款
は
我
が
国
の
重
化
学
工
業
又
は
防
衛
産
業
の
育
成
へ
の
使
用
は
認
め
ず
、
我
が
国
の
社
会
開
発
分
野
（
農

業
、
保
険
、
教
育
、
下
水
処
理
な
ど
）
に
限
り
使
用
す
る
よ
う
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。（
略
） 

韓
国
経
済
の
安
定
的
発
展
は
日
本
及
び
極
東
の
平
和
維

持
に
緊
要
で
あ
り
、
我
が
国
に
対
す
る
経
済
協
力
は
こ
の
よ
う
な
安
保
的
観
点
で
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
我
が
国
は
国
防
費
と
し
て
Ｇ
Ｎ

Ｐ
の
六
％
を
支
出
し
、
一
般
経
済
開
発
投
資
の
財
源
調
達
を
大
き
く
制
約
さ
れ
て
い
る
。
日
本
は
こ
れ
か
ら
少
な
く
と
も
円
借
款
分
野
で
、
当
面
の
間
、

毎
年
一
億
ド
ル
程
度
の
資
金
を
我
が
国
の
社
会
分
野
開
発
に
継
続
的
に
供
与
す
る
こ
と
が
望
ま
し
）
13
（

い
。

　
当
時
の
韓
国
政
府
は
、
日
本
側
か
ら
の
対
韓
公
共
借
款
が
節
減
さ
れ
る
こ
と
と
、
供
与
資
金
の
制
限
に
つ
い
て
認
識
し
た
上
で
、
過
度

な
国
防
費
支
出
を
理
由
と
し
て
安
全
保
障
上
の
観
点
か
ら
社
会
開
発
分
野
に
対
す
る
経
済
協
力
を
求
め
て
い
た
。
日
韓
外
相
会
談
で
は
正

確
な
金
額
ま
で
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
韓
国
の
安
全
保
障
と
経
済
協
力
を
結
び
付
け
た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
）
14
（

た
。
以
上
を
踏
ま

え
る
と
、
韓
国
の
日
韓
安
保
経
協
構
想
は
、
日
本
か
ら
の
安
保
を
名
目
と
す
る
経
済
援
助
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
韓
国
政
府
の
認
識
に
加

え
、
そ
の
金
額
の
算
定
は
田
中
元
首
相
の
日
韓
経
済
協
力
に
関
す
る
主
張
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
全
大
統
領
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は
、
安
保
を
名
目
と
す
る
経
済
協
力
を
強
く
推
進
し
た
理
由
と
し
て
、
日
本
の
「
安
保
無
賃
乗
車
」（
安
保
た
だ
乗
り
）
を
指
摘
し
た
上
で
、

冷
戦
体
制
の
中
で
「
米
国
と
共
に
共
産
圏
に
対
す
る
共
同
安
保
協
力
体
制
の
一
軸
を
担
う
日
本
と
の
協
力
関
係
を
強
化
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ

る
日
米
韓
三
角
安
保
体
制
が
堅
固
に
な
り
、
北
朝
鮮
の
挑
発
の
抑
制
は
も
ち
ろ
ん
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
維
持
に
大
き
く
寄
与
で
き

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
構
想
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
全
大
統
領
は
米
国
か
ら
の
側
面
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

た
）
15
（

。
そ
れ
は
、
米
国
に
働
き
か
け
れ
ば
日
本
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
論
理
で
あ
っ
）
16
（

た
。

㈡
　
韓
国
か
ら
米
国
へ
の
働
き
か
け

　
一
九
八
一
年
二
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
米
韓
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
、
韓
国
に
対
す
る
防
衛
公
約
を
再
確
認
し
、

韓
国
の
防
衛
産
業
の
た
め
の
技
術
提
供
及
び
対
外
有
償
軍
事
援
助
（FM

S

）
の
増
額
、
Ｆ
‐
16
戦
闘
機
の
販
売
承
認
を
表
明
し
た
。
他
方
、

全
大
統
領
は
、
韓
国
が
米
国
の
戦
略
的
要
地
の
役
割
を
果
た
し
、
米
国
の
安
保
負
担
を
分
け
合
う
た
め
に
努
力
す
る
と
述
べ
な
が
ら
、
韓

国
の
日
韓
安
保
経
協
構
想
を
正
式
に
提
案
し
た
。
ヘ
イ
グ
（Alexander M

. H
aig Jr.

）
国
務
長
官
に
よ
る
駐
韓
米
国
大
使
館
宛
の
電
報
に

は
、
以
下
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
全
大
統
領
は
昼
食
前
に
経
済
問
題
に
つ
い
て
も
う
一
つ
提
起
で
き
る
か
尋
ね
た
。
過
去
、
米
国
は
韓
国
の
経
済
力
と
国
防
力
の
増
強
を
助
け
た
。
類

似
し
た
米
国
に
よ
る
支
援
で
日
本
は
政
治
・
経
済
面
に
お
い
て
重
要
な
大
国
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
日
本
は
自
国
の
防
衛
に
励
み
、
韓
国
と
米
国
の

負
担
を
減
ら
す
た
め
に
よ
り
一
層
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
、
全
大
統
領
は
、
韓
国
の
過
重
な
防
衛
負
担
を
相
殺
す
る
た
め
、
米

国
が
日
本
に
対
し
て
、
二
個
師
団
の
費
用
に
相
当
す
る
規
模
で
韓
国
へ
の
経
済
支
援
を
拡
大
す
る
よ
う
促
す
こ
と
を
希
望
し
た
。（
そ
の
後
、
韓
国
の

副
首
相
ら
は
、
二
個
師
団
の
装
備
及
び
維
持
費
用
と
し
て
推
定
し
た
約
一
〇
億
ド
ル
の
融
資
を
日
本
に
求
め
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
お
り
、
こ
の
資

金
は
韓
国
の
防
衛
に
直
接
に
使
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
防
衛
に
転
用
で
き
る
他
の
資
金
を
自
由
に
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
と
説
明
し
た
）。
現
在
、
韓
国
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の
国
防
負
担
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
六
％
で
あ
る
が
、
日
本
の
国
防
負
担
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
規
模
が
大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
〇
・
九
％
に
過
ぎ
な
い
。
全
大
統
領
は
、

韓
国
と
米
国
が
日
本
の
防
衛
の
最
前
線
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
日
本
側
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
、
全
大
統

領
の
主
張
に
「
異
議
が
な
い
（no dispute

）」
と
述
べ
）
17
（

た
。

　
全
大
統
領
は
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
と
の
首
脳
会
談
で
、
日
本
が
韓
国
に
対
し
て
二
個
師
団
の
駐
留
費
用
を
経
済
協
力
方
式
で
支
援
す
る
よ

う
に
、
米
国
が
日
本
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
求
め
た
。
思
わ
ぬ
全
大
統
領
の
要
請
に
対
）
18
（

し
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
「
異
議
が
な
い
」
と
答

え
た
が
、
こ
れ
は
自
然
な
反
応
で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
首
脳
会
談
の
直
前
に
ヘ
イ
グ
国
務
長
官
は
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
宛
の
文
書
に
お
い
て
、
米
国
が
責
任
を
負
わ
ず
し
て
、
韓
国
経
済
の
困
難

に
理
解
を
示
す
こ
と
を
首
脳
会
談
で
の
目
標
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
ヘ
イ
グ
国
務
長
官
は
、
一
九
七
九
年
に
、
朴
正
煕
大

統
領
が
カ
ー
タ
ー
大
統
領
の
要
求
に
よ
り
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
で
五
％
か
ら
六
％
へ
と
防
衛
費
の
支
出
を
増
加
さ
せ
た
こ
と
に
言
及
し
、「
韓
国

が
耐
え
て
い
る
過
重
な
防
衛
負
担
を
認
識
す
る
こ
と
」
と
、「
韓
国
の
深
刻
な
不
景
気
を
考
慮
し
、
役
に
立
つ
た
め
の
で
き
る
限
り
の
こ

と
は
す
る
こ
と
を
示
す
べ
き
で
あ
る
」
と
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
に
提
言
し
）
19
（
た
。
同
じ
く
、
ア
レ
ン
（Richard V. Allen

）
国
家
安
全
保
障
担

当
補
佐
官
も
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
へ
の
覚
書
で
、「
全
大
統
領
の
指
導
の
下
で
、
韓
国
は
現
在
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
六
％
を
国
防
費
に
使
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
、
我
々
の
主
要
な
同
盟
国
と
は
比
較
で
き
な
い
数
値
で
あ
る
」
と
韓
国
の
過
重
な
防
衛
費
に
言
及
し
つ
つ
、「
韓
国
が
非
常
に
厳

し
い
不
況
期
を
乗
り
切
る
た
め
に
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
す
る
」
こ
と
を
首
脳
会
談
で
強
調
す
る
よ
う
提
言
し
て
い
）
20
（

た
。

　
さ
ら
に
、
全
大
統
領
は
、
首
脳
会
談
直
後
に
行
わ
れ
た
ヘ
イ
グ
と
の
会
談
で
も
再
び
、「
日
本
は
地
域
の
安
保
を
維
持
す
る
た
め
、
よ

り
大
き
な
負
担
を
分
担
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
提
言
し
、「
米
国
と
韓
国
は
、
日
本
の
防
衛
の
た
め
の
防
波
堤
を
形
成
し
て
い
る
た
め
、

よ
り
大
き
な
日
本
の
財
政
支
援
と
負
担
分
担
が
必
要
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。
ヘ
イ
グ
国
務
長
官
は
、
韓
国
の
経
済
状
況
に
関
し
て
理
解

を
示
し
つ
つ
、「
異
常
な
経
済
的
困
難
を
克
服
す
る
た
め
の
方
法
を
模
索
し
、
日
本
と
の
対
話
の
中
で
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
す
る
」
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と
答
え
て
い
）
21
（
る
。
何
よ
り
、
日
本
に
対
し
て
西
側
の
一
員
と
し
て
の
責
任
分
担
を
求
め
て
い
た
米
国
に
と
っ
て
、
韓
国
の
日
韓
安
保
経
協

構
想
に
異
議
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
米
国
か
ら
支
援
を
得
た
と
考
え
た
全
大
統
領
は
、
訪
米
の
帰
路
で
申
秉
鉉
副
総
理
と
盧
信
永
外
務
部
長
官
に
日
韓
安
保
経
協
交
渉
の
推

進
を
命
じ
）
22
（
た
。
帰
国
後
、
盧
外
務
部
長
官
は
崔
慶
禄
駐
日
大
使
に
、
以
下
の
内
容
を
日
本
政
府
に
説
明
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

　
米
韓
首
脳
会
談
で
議
論
さ
れ
た
こ
と
の
多
く
が
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
上
の
説
明
は
必
要
な
い
程
で
あ
る
。
今
回
の

訪
米
の
意
義
と
成
果
の
基
本
は
、
伝
統
的
な
米
韓
間
の
信
頼
関
係
を
完
全
に
回
復
し
た
こ
と
に
あ
り
、
米
韓
両
国
の
首
脳
が
、
韓
国
の
安
保
及
び
経
済

発
展
が
米
国
、
日
本
の
利
益
と
も
一
致
す
る
と
い
う
点
を
確
認
し
た
こ
と
で
あ
）
23
（
る
。

　
韓
国
の
安
保
と
経
済
発
展
が
米
国
及
び
日
本
の
利
益
と
も
一
致
す
る
こ
と
を
米
韓
の
首
脳
が
確
認
し
た
と
日
本
側
に
強
調
し
た
の
は
、

日
本
の
対
韓
経
済
支
援
に
つ
い
て
米
韓
両
国
の
意
見
が
一
致
し
た
と
い
う
印
象
を
与
え
る
た
め
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
後
、
一
九
八

一
年
四
月
二
二
日
、
盧
外
務
部
長
官
は
須
之
部
量
三
駐
韓
大
使
を
外
務
部
に
呼
び
、
今
後
五
年
間
で
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
六
〇

億
ド
ル
、
日
本
輸
出
入
銀
行
資
金
四
〇
億
ド
ル
、
合
計
一
〇
〇
億
ド
ル
の
経
済
協
力
を
正
式
に
要
請
し
）
24
（

た
。

三
　
交
渉
に
お
け
る
米
国
の
立
場 

㈠
　
米
国
の
対
韓
支
援
方
針

　
全
大
統
領
か
ら
支
援
要
請
を
受
け
る
以
前
か
ら
、
米
国
は
日
本
に
対
し
て
韓
国
へ
の
経
済
支
援
を
求
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
米
国
に
よ
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る
日
本
に
対
す
る
責
任
分
担
要
求
は
、
カ
ー
タ
ー
政
権
か
ら
継
続
し
て
お
り
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
日
本
の
防
衛
費
増
額
、
在
日
米
軍
駐

留
費
分
担
の
拡
大
、
日
本
の
対
韓
経
済
支
援
を
三
位
一
体
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
で
あ
）
25
（

る
。
一
九
八
〇
年
に
国
防
総
省
が

作
成
し
た
文
書
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
日
本
は
韓
国
に
対
す
る
経
済
援
助
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
自
国
と
地
域
の
安
保
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
が
、
高
速
道
路
や
病
院
建
設
な

ど
、
韓
国
政
府
の
公
共
部
門
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
資
金
を
提
供
す
る
た
め
に
、
現
在
の
政
府
開
発
援
助
と
融
資
の
レ
ベ
ル
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と

で
、
韓
国
政
府
は
、
日
本
の
円
を
こ
れ
ら
の
非
防
衛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
韓
国
の
防
衛
予
算
に
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
資
金
の
一
部
は
、

Ｆ
Ｍ
Ｓ
（
対
外
有
償
軍
事
援
助
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
米
国
の
防
衛
装
備
の
資
金
と
し
て
使
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。（
略
）
短
期
五
年
の
期
間

に
お
い
て
、
米
国
は
日
本
に
対
し
て
、
融
資
、
追
加
投
資
、
直
接
貿
易
の
面
で
、
韓
国
へ
の
経
済
的
支
援
を
継
続
し
、
増
加
さ
せ
る
と
い
う
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を
要
請
す
る
べ
き
で
あ
る
。（
略
）
韓
国
は
経
済
発
展
を
維
持
し
て
拡
大
す
る
た
め
、
経
済
援
助
を
必
要
と
し
て
お
り
、
日
本
は
そ
の
よ
う
な

援
助
を
与
え
る
経
済
力
を
持
っ
て
い
る
。
日
韓
両
国
は
、
地
域
安
保
に
関
す
る
効
果
的
な
相
互
依
存
を
認
識
し
て
お
り
、
米
国
は
、
地
域
全
体
の
安
保

の
保
証
人
（guarantor

）
と
し
て
、
日
韓
協
力
の
拡
大
を
促
進
し
、
監
督
す
る
こ
と
が
で
き
）
26
（
る
。

　
国
防
総
省
は
、
日
本
に
よ
る
対
韓
経
済
支
援
が
必
要
と
認
識
し
、
自
国
の
武
器
の
販
売
を
通
じ
て
、
韓
国
の
防
衛
能
力
を
向
上
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
た
。
日
本
か
ら
の
対
韓
経
済
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
国
防
総
省
の
閣
僚
た
ち
の
覚
書
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

　
一
九
八
〇
年
二
月
二
一
日
、
マ
レ
イ
（Russell M

urray II

）
国
防
次
官
補
（
計
画
分
析
及
び
評
価
担
当
）
は
、
コ
ウ
マ
ー
（Robert W

. 

Kom
er

）
国
防
次
官
（
政
策
担
当
）
に
対
し
て
、「
日
本
の
低
金
利
融
資
に
よ
っ
て
韓
国
の
防
衛
力
が
向
上
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
」
と

強
調
し
な
が
ら
、「
韓
国
へ
の
融
資
は
防
衛
分
野
に
向
け
ら
れ
る
必
要
は
な
く
、
日
本
が
民
間
分
野
（
発
電
な
ど
）
へ
資
金
を
投
資
す
れ

ば
、
韓
国
政
府
は
そ
の
分
の
金
額
を
防
衛
分
野
に
転
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
た
。
カ
ー
タ
ー
政
権
期
か
ら
日
本
に
よ
る
対
韓
経
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済
支
援
を
主
張
し
て
い
た
コ
ウ
マ
ー
国
防
次
官
は
、
マ
ギ
フ
ァ
ー
ト
（D

avid E. M
cG
iffert

） 

国
防
次
官
補
（
国
際
安
全
保
障
問
題
担
当
）
宛

の
覚
書
に
お
い
て
、
米
国
が
韓
国
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
請
求
書
を
す
べ
て
払
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
指
摘
し
た
上
で
、「
こ
の
問
題
〔
対

韓
支
援
問
題
〕
は
政
治
的
に
敏
感
で
は
あ
る
が
、
米
国
が
両
国
に
対
し
て
内
々
に
動
く
べ
き
で
あ
る
」
と
強
調
し
）
27
（
た
。
マ
ギ
フ
ァ
ー
ト
国

防
次
官
補
は
、「
日
本
側
に
対
し
、
韓
国
に
対
し
て
更
な
る
援
助
を
す
る
よ
う
に
要
請
す
る
の
は
妥
当
で
あ
る
」
と
コ
ウ
マ
ー
の
主
張
に

同
意
し
つ
つ
、
来
た
る
Ｓ
Ｓ
Ｃ
（Security Subcom

m
ittee

）
で
、 

対
韓
支
援
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
）
28
（

た
。
コ
ウ
マ
ー
国
防
次

官
は
、
マ
ギ
フ
ァ
ー
ト
国
防
次
官
補
宛
の
返
信
に
お
い
て
、「
米
国
が
韓
国
に
い
る
の
は
日
本
を
守
る
た
め
」
と
強
調
し
つ
つ
、「
日
本
が

韓
国
の
安
全
保
障
に
直
接
貢
献
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
間
接
的
に
貢
献
す
る
よ
う
に
圧
力
を
か
け
る
」
と
し
、
対
韓
支
援
問
題
に
対
す

る
自
身
の
考
え
を
明
確
に
し
）
29
（
た
。

　
そ
の
後
、
一
九
八
〇
年
六
月
三
〇
日
か
ら
七
月
二
日
に
か
け
て
ハ
ワ
イ
で
開
催
さ
れ
た
第
一
二
回
日
米
安
保
事
務
レ
ベ
ル
協
議
（
Ｓ
Ｓ

Ｃ
）
に
お
い
て
、
米
国
は
自
国
の
韓
国
政
策
を
日
本
側
に
説
明
し
た
上
で
、
朝
鮮
半
島
の
長
期
的
な
安
定
の
た
め
に
韓
国
に
対
す
る
経
済

支
援
を
強
化
す
る
こ
と
を
求
め
）
30
（

た
。
日
本
に
対
し
て
韓
国
の
安
保
に
経
済
協
力
の
形
で
間
接
的
に
支
援
さ
せ
る
と
い
う
考
え
は
、
米
国
の

対
韓
支
援
方
針
と
し
て
収
斂
し
て
い
っ
た
。
国
防
総
省
が
一
九
八
一
年
三
月
一
一
日
に
作
成
し
た
「
一
九
八
〇
年
代
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
米
国
の
防
衛
政
策
方
針
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
抑
止
の
均
衡
を
維
持
す
る
た
め
、
日
本
が
自
身
の
防
衛
力
の
増
大
を
含
め
、
友
好
的
な
地
域
の
同
盟
国
へ
の
経
済
的
支
援
と
ア

ジ
ア
の
米
軍
基
地
へ
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
同
盟
国
の
安
保
均
衡
に
対
す
る
貢
献
の
拡
大
を
促
進
す
る
。（
略
）
地
域
安
全
保
障
に
対
す
る
日
本
の
よ

り
公
平
な
貢
献
が
必
要
で
あ
る
。
日
本
は
、
憲
法
上
の
防
衛
の
制
約
の
中
で
、
北
西
太
平
洋
に
お
け
る
有
意
義
な
負
担
分
担
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
。（
略
）
韓
国
に
お
い
て
、
米
国
は
核
の
傘
と
戦
力
投
射
能
力
を
提
供
し
、
韓
国
の
領
土
防
衛
を
支
援
す
る
。
日
本
は
、
韓
国
に
対
す
る
経
済

支
援
を
行
い
、
韓
国
防
衛
に
携
わ
る
米
軍
部
隊
に
後
方
支
援
と
基
地
を
提
供
す
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
半
島
の
軍
事
バ
ラ
ン
ス
を
是
正
す
る
た
め
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に
、
我
々
は
韓
国
の
国
防
力
を
向
上
さ
せ
、
近
代
化
す
る
よ
う
に
動
く
べ
き
で
あ
）
31
（
る
。

　
同
文
書
に
は
、
東
ア
ジ
ア
と
韓
国
に
お
け
る
日
米
の
役
割
分
担
に
関
す
る
米
国
の
戦
略
目
標
が
示
さ
れ
つ
つ
、
米
国
は
韓
国
の
安
全
保

障
を
支
援
し
、
日
本
は
韓
国
へ
経
済
協
力
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
米
国
の
対
韓
支
援
方
針
は
、
日
米

の
負
担
分
担
の
観
点
か
ら
韓
国
の
防
衛
力
を
強
化
す
る
た
め
に
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
八
一
年
六
月
の
第
一
三
回
Ｓ
Ｓ
Ｃ
で

米
国
は
、
韓
国
の
安
保
が
日
本
及
び
米
国
の
安
保
に
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
上
で
、
日
本
に
軍
事
的
な
役
割
は
求
め
な
い
も
の
の
、
韓
国

へ
の
経
済
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
）
32
（

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
韓
安
保
経
協
交
渉
が
本
格
的
に
始
ま
る
と
、
米
国
政
府
内
の

国
務
省
と
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
は
、
国
防
総
省
と
同
じ
く
日
本
に
よ
る
対
韓
経
済
支
援
を
希
望
し
つ
つ
も
、
同
交
渉
に
直
接

関
わ
る
こ
と
は
避
け
て
い
た
。

㈡
　
韓
国
の
支
援
要
請
と
米
国
の
対
応

　
米
韓
首
脳
会
談
後
の
二
月
一
三
日
、
申
秉
鉉
副
総
理
は
グ
ラ
イ
ス
テ
ィ
ー
ン
（W

illiam
 H
. G
leysteen

）
駐
韓
大
使
と
の
会
談
で
、「
米

国
は
、（
韓
国
が
）
日
本
に
対
し
て
経
済
支
援
を
要
請
す
る
上
で
手
助
け
し
て
く
れ
る
の
か
」
と
尋
ね
た
。
グ
ラ
イ
ス
テ
ィ
ー
ン
駐
韓
大

使
は
、
ま
だ
ワ
シ
ン
ト
ン
と
議
論
し
た
こ
と
も
な
い
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
る
と
述
べ
た
上
で
、「
韓
国
は
、
適
切
な
援
助
分
野
を
明

確
に
し
た
後
、
日
本
と
の
議
論
を
始
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
提
言
し
）
33
（
た
。
続
く
四
月
二
二
日
に
は
、
盧
外
務
部
長
官
が
須
之
部
駐
韓
大
使

を
呼
び
、
日
本
側
に
経
済
支
援
を
要
請
し
た
後
に
、
グ
ラ
イ
ス
テ
ィ
ー
ン
駐
韓
大
使
に
対
し
、「
日
米
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
レ
ー
ガ
ン

大
統
領
が
韓
国
の
要
求
を
日
本
側
に
伝
達
す
る
こ
と
」
を
正
式
に
要
請
し
た
。
グ
ラ
イ
ス
テ
ィ
ー
ン
駐
韓
大
使
は
盧
外
務
部
長
官
の
要
請

に
対
し
て 

、「
一
般
的
な
支
持
声
明
を
出
す
こ
と
は
で
き
る
」
と
し
つ
つ
も
、「
日
本
の
支
援
金
額
や
支
援
の
種
類
に
つ
い
て
は
適
切
に

話
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
答
え
て
い
）
34
（
る
。
そ
し
て
、
日
米
首
脳
会
談
の
開
催
直
前
で
あ
る
五
月
四
日
、
金
溶
植
駐
米
大
使
は
、
ホ
ー
ル
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ド
リ
ッ
ジ
（John H

. H
oldridge

） 

国
務
次
官
補
（
東
ア
ジ
ア
太
平
洋
担
当
）
と
会
談
し
、「
韓
国
政
府
は
、
日
本
か
ら
政
府
開
発
援
助
と
し

て
五
年
間
に
わ
た
り
年
間
一
二
億
ド
ル
と
、
輸
出
入
銀
行
資
金
と
し
て
八
億
ド
ル
受
け
取
る
こ
と
を
希
望
す
る
」
と
し
た
上
で
、「
今
週

の
鈴
木
首
相
と
の
日
米
首
脳
会
談
で
、
日
本
の
対
韓
援
助
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

ホ
ー
ル
ド
リ
ッ
ジ
国
務
次
官
補
は
、「
今
回
の
訪
問
期
間
中
、
こ
の
問
題
を
提
起
す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
検
討
は
す
る
が
、
あ
く

ま
で
も
一
般
論
と
し
て
言
及
す
る
」
と
し
た
上
で
、「
韓
国
は
日
本
を
説
得
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
）
35
（

る
。 

　
米
国
は
、
米
韓
首
脳
会
談
以
降
の
韓
国
側
の
支
援
要
請
に
対
し
、
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
慎
重
な
姿
勢
で
対
応
し
て
い
た
。
一
九
八
一

年
三
月
の
伊
東
正
義
外
相
の
訪
米
に
備
え
て
国
務
省
が
作
成
し
た
文
書
に
は
、
米
韓
首
脳
会
談
に
お
け
る
全
大
統
領
の
発
言
を
取
り
上
げ
、

日
本
が
厳
し
い
経
済
状
況
に
直
面
し
て
い
る
韓
国
に
対
し
、
経
済
協
力
を
拡
大
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
と
提
言
す
る
一
方
で
、「
韓
国
は
、

日
本
の
政
治
力
学
に
つ
い
て
正
確
に
認
識
し
な
い
ま
ま
強
引
に
押
し
進
め
て
い
る
」
と
い
う
日
本
の
立
場
も
提
示
し
て
い
）
36
（
る
。
同
様
に
グ

レ
ッ
グ
（D

onald P. G
regg

）
国
家
安
全
保
障
会
議
上
級
ス
タ
ッ
フ
も
、
ア
レ
ン
国
家
安
全
保
障
担
当
補
佐
官
に
対
し
て
、
韓
国
が
日
本

を
「
脅
迫
」（bully

）
し
て
、
有
益
な
融
資
を
受
け
取
る
こ
と
で
、
安
全
保
障
に
対
す
る
韓
国
の
貢
献
を
日
本
に
認
め
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
と
指
摘
し
た
上
で
、「
彼
ら
〔
韓
国
〕
が
早
急
に
、
多
く
の
こ
と
を
や
ろ
う
と
し
て
お
り
、
悪
天
候
が
待
ち
受
け
て
い
る
（storm

y 

w
eather lies ahead

）」
と
報
告
し
）
37
（

た
。
駐
日
大
使
に
留
任
し
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
（M

ichael J. M
ansfield

）
は
、
韓
国
の
支
援
要
請
に

対
す
る
日
本
側
の
反
応
に
つ
い
て
、
四
月
一
七
日
、
国
務
省
宛
の
電
報
に
お
い
て
、「
日
本
は
今
の
と
こ
ろ
、
韓
国
に
対
す
る
援
助
に
向

け
た
い
か
な
る
準
備
も
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
つ
つ
、
日
本
の
対
韓
支
援
政
策
を
鑑
み
る
と
、
援
助
に
対
す
る
新
し
い
合
意
が
行
わ
れ
る

前
に
基
礎
作
業
が
必
要
で
あ
る
た
め
、「
韓
国
の
実
質
的
な
援
助
増
大
の
要
請
に
、
肯
定
的
に
対
応
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
で
あ
ろ

う
」
と
コ
メ
ン
ト
し
）
38
（
た
。
四
月
二
四
日
に
も
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
駐
日
大
使
は
、「
日
本
は
、
韓
国
経
済
を
積
極
的
に
支
援
す
る
必
要
性

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
す
で
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
民
間
部
門
に
経
済
支
援
問
題
を
任
せ
る
意
向
で
あ
る
」
と
い
う
日
本
の

通
産
省
の
見
解
を
本
省
に
報
告
し
て
い
）
39
（
る
。
そ
し
て
、
五
月
の
日
米
首
脳
会
談
の
準
備
過
程
で
、
ヘ
イ
グ
国
務
長
官
に
向
け
て
国
務
省
が
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作
成
し
た
文
書
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
最
近
、
日
本
は
、
主
要
国
に
対
す
る
我
々
の
支
援
要
請
を
強
く
支
持
し
た
。
日
本
は
現
在
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
対
す
る
対
外
援
助
の
三
分
の
一
、
タ
イ

に
対
す
る
援
助
の
三
分
の
二
、
ト
ル
コ
、
エ
ジ
プ
ト
、
そ
し
て
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
相
当
額
を
援
助
し
て
い
る
。（
略
）
日
韓
関
係
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。

韓
国
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
日
本
政
府
は
北
朝
鮮
の
脅
威
や
韓
国
の
国
防
努
力
が
日
本
の
安
保
に
ど
れ
ほ
ど
貢
献
し
て
い
る
か
を
十
分
に
認
識
し
て
い

な
い
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
韓
国
は
、
防
衛
負
担
を
相
殺
す
る
た
め
、
日
本
に
対
し
て
更
な
る
経
済
支
援
を
要
求
し
始
め
た
。
日
本
は
、
韓
国
の
圧

力
戦
術
と
日
本
の
政
治
的
制
約
に
対
す
る
理
解
の
欠
如
に
憤
慨
し
て
い
る
。（
略
）
韓
国
は
厳
し
い
経
済
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。
我
々
は
日
本
が
政

府
お
よ
び
民
間
を
通
じ
て
経
済
的
支
援
を
拡
大
で
き
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
）
40
（

る
。 

　
国
務
省
は
、
日
韓
の
異
な
る
立
場
か
ら
鑑
み
て
、
日
本
が
韓
国
に
対
し
て
経
済
支
援
を
行
う
可
能
性
を
疑
問
視
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

五
月
二
日
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
駐
日
大
使
は
本
省
宛
の
電
報
に
お
い
て
、「
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が
鈴
木
首
相
に
対
し
て
、
対
韓
支
援
を

大
幅
に
増
や
す
こ
と
を
強
く
訴
え
る
の
は
、
時
期
尚
早
で
あ
り
、
逆
効
果
に
な
り
得
る
」
と
提
言
し
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
駐
日
大
使

は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
㈠
米
国
が
、
韓
国
を
優
先
支
援
の
対
象
と
み
な
し
て
お
り
、
日
本
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
認
識
の
共
有
を
期
待

し
て
い
る
こ
と
を
過
去
の
二
国
間
協
議
で
示
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
㈡
米
国
も
韓
国
を
開
発
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
含
め
て
い
な
い
こ
と
、

㈢
日
本
政
府
は
、
政
治
的
な
理
由
に
よ
り
防
衛
費
分
担
の
観
点
か
ら
、
韓
国
へ
の
支
援
を
正
当
化
で
き
な
い
こ
と
、
㈣
日
本
政
府
は
、
韓

国
の
莫
大
な
対
日
貿
易
赤
字
を
理
由
と
し
て
韓
国
へ
の
支
援
を
正
当
化
で
き
な
い
こ
と
、
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
米
国
が
日
本
に
対
し
、

ジ
ャ
マ
イ
カ
、
ト
ル
コ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ア
フ
リ
カ
、
難
民
へ
の
経
済
援
助
を
要
請
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
日
本
側
に
対
し
て
対
韓

援
助
を
要
請
す
る
た
め
に
は
、「
米
国
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
日
本
の
能
力
の
限
界
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
）
41
（

た
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
駐
日
大
使
は
、
日
本
の
対
外
援
助
能
力
の
限
界
を
憂
慮
し
つ
つ
、
対
韓
援
助
を
増
や
す
こ
と
に
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つ
い
て
、
日
本
は
強
く
反
対
し
、
前
向
き
に
検
討
す
る
準
備
が
で
き
て
い
な
い
と
本
省
に
訴
え
て
い
た
。

　
そ
し
て
、
日
韓
安
保
経
協
交
渉
が
本
格
的
に
始
動
し
た
八
月
の
日
韓
外
相
会
談
の
直
後
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
駐
日
大
使
は
、
小
倉
北

東
ア
ジ
ア
課
長
と
外
務
省
職
員
か
ら
会
談
の
様
子
を
聴
取
し
た
後
、
本
省
宛
の
電
報
に
以
下
の
よ
う
に
記
し
た
。

我
々
に
と
っ
て
最
善
の
利
益
と
は
、
日
本
の
適
切
な
対
韓
支
援
策
は
何
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
慎
重
に
中
立
を
保
ち
つ
つ
、
日
韓
関
係
の
危
機
が

我
々
の
利
益
に
逆
行
す
る
こ
と
で
敵
の
み
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
を
双
方
に
対
し
て
静
か
に
助
言
す
る
こ
と
で
あ
る
と
信
じ
て
い
）
42
（

る
。

　
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
駐
日
大
使
は
、
米
国
が
韓
国
の
強
硬
な
対
日
姿
勢
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
み
て
、
そ
れ
が
日
韓
関
係
の
悪
化

に
繫
が
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
同
時
に
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
（Richard L. W

alker

）
駐
韓
大
使
も
、
盧
外
務
部
長
官
と
会
っ
て
日
韓
外
相

会
談
の
結
果
を
聞
い
て
い
た
。
こ
の
場
で
盧
外
務
部
長
官
は
、「
現
在
の
財
政
難
の
中
で
、
韓
国
は
日
本
の
経
済
支
援
が
必
要
で
あ
る
」

と
言
い
つ
つ
、「
そ
の
た
め
の
米
国
の
支
援
を
希
望
す
る
」
と
し
て
日
韓
安
保
経
協
交
渉
に
お
け
る
米
国
の
支
援
を
求
め
て
い
た
。

ウ
ォ
ー
カ
ー
駐
韓
大
使
は
、
本
省
宛
の
電
報
で
、「
我
々
は
こ
れ
以
上
、
韓
国
に
よ
る
安
保
問
題
と
経
済
支
援
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る

感
情
的
な
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
避
け
、
日
本
の
経
済
援
助
に
は
賛
成
す
る
方
向
で
再
度
、
米
国
が
日
本
を
説
得
す
る
こ
と
に
は

同
意
す
る
が
、
韓
国
に
対
し
て
も
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
書
を
日
本
に
提
出
す
る
こ
と
を
促
す
」
と
述
べ
た
上
で
、
ホ
ー
ル
ド

リ
ッ
ジ
国
務
次
官
補
の
訪
日
の
際
に
、
日
本
側
に
対
し
て
対
韓
支
援
に
対
す
る
期
待
を
表
明
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
）
43
（
る
。
グ
レ
ッ
グ
国

家
安
全
保
障
会
議
上
級
ス
タ
ッ
フ
は
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
駐
韓
大
使
の
意
見
に
同
調
し
つ
つ
も
、
韓
国
の
主
張
を
日
本
に
押
し
付
け
る
形
に
な

る
こ
と
を
恐
れ
て
い
）
44
（
た
。

　
九
月
一
日
、
グ
レ
ッ
グ
国
家
安
全
保
障
会
議
上
級
ス
タ
ッ
フ
は
、
渡
辺
允
ア
ジ
ア
局
次
長
に
対
し
て
日
韓
関
係
の
現
状
に
つ
い
て
尋
ね

た
。
こ
れ
に
対
し
、
渡
辺
ア
ジ
ア
局
次
長
は
、「
韓
国
の
急
激
な
増
援
要
求
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
分
か
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
グ
レ
ッ



日韓安保経済協力交渉における米国の役割、一九八〇年 ― 一九八三年

175

グ
国
家
安
全
保
障
会
議
上
級
ス
タ
ッ
フ
は
、「
日
本
と
韓
国
の
間
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
構
築
し
、
状
況
を
緩
和
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

韓
国
の
要
求
に
対
し
、
強
硬
な
態
度
を
取
る
時
期
を
決
定
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
」
と
提
言
し
た
上
で
、「
米
国
は
こ
の
問
題

に
関
与
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な
い
」
と
強
調
し
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
駐
日
大
使
は
、
グ
レ
ッ
グ
国
家
安
全
保
障
会
議
上
級
ス
タ
ッ

フ
と
渡
辺
ア
ジ
ア
局
次
長
と
の
会
談
の
様
子
と
と
も
に
、
本
省
に
向
け
て
「
現
時
点
で
、
我
々
が
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
建
設
的

な
役
割
は
、
双
方
に
対
し
て
自
制
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
だ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
）
45
（

る
。

　
一
方
、
ア
マ
コ
ス
ト
国
務
次
官
補
は
、
第
五
回
日
米
下
田
会
議
に
参
加
す
る
た
め
日
本
を
訪
問
し
た
際
に
、
韓
国
側
の
六
〇
億
ド
ル
支

援
要
請
に
関
す
る
日
本
の
立
場
を
問
う
産
経
新
聞
の
質
問
に
対
し
、「
我
々
は
日
本
が
〔
米
国
と
〕
同
様
に
韓
国
を
経
済
面
で
支
援
す
る
こ

と
を
歓
迎
す
る
」
と
対
韓
支
援
へ
の
期
待
を
示
し
な
が
ら
も
、「
援
助
額
又
は
必
要
性
を
正
当
化
す
る
理
由
に
つ
い
て
の
論
評
は
保
留
し

た
い
。
そ
れ
は
日
本
政
府
が
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
九
月
一
八
日 

、
第
一
一
回
日
韓
定
期
閣
僚
会
議
が
終

わ
っ
た
後
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
駐
日
大
使
は
再
び
本
省
宛
の
電
報
に
て
、
以
下
の
よ
う
に
提
言
し
て
い
た
。

　
外
務
省
の
官
僚
ら
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
閣
僚
会
議
の
結
果
に
対
す
る
日
本
の
認
識
が
、
盧
長
官
が
表
現
し
た
や
や
バ
ラ
色
の
見
解
と
は
は
っ
き
り

と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
政
府
の
援
助
政
策
の
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
が
韓
国
と
の
関
係
を
改
善
し
、
経
済

支
援
を
拡
大
す
る
た
め
、
誠
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も
同
様
に
明
ら
か
で
あ
る
。（
略
）
米
国
は
両
国
の
援
助
問
題
に
関
与
す
る
こ
と
を
避
け
、

双
方
が
自
ら
問
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
我
々
の
最
大
の
利
益
に
な
り
得
る
。（In our view, it is in our best interest for the U. S. 

to avoid involvem
ent in this bilateral aid m

atter and to let the tw
o parties solve this issue by them

selves.

）
日
本
側
は
、
我
々
の
干
渉

に
深
く
憤
慨
す
る
だ
ろ
う
し
、
韓
国
側
に
対
し
て
も
、
日
本
が
六
〇
億
ド
ル
全
額
を
提
供
す
る
と
い
う
非
現
実
的
な
可
能
性
に
つ
い
て
期
待
を
高
め
る

危
険
を
冒
す
か
ら
で
あ
）
46
（
る
。
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マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
駐
日
大
使
の
提
言
は
、
以
後
の
米
国
政
府
の
立
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
米
国
政
府
の

立
場
と
は
、
日
韓
安
保
経
協
交
渉
に
関
与
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
九
月
二
五
日
か
ら
二
九
日
ま
で
の
日
程
で
日
本
を
訪
問
し
た

カ
ー
ル
ッ
チ
（Frank C. Carlucci

）
国
防
副
長
官
は
、
韓
国
側
の
支
援
要
請
に
関
す
る
日
本
側
の
説
明
に
対
し
、「
米
国
は
助
け
に
な
り

た
い
が
、
そ
の
問
題
を
完
全
に
日
韓
両
国
の
問
題
と
み
な
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
）
47
（
る
。
カ
ー
ル
ッ
チ
国
防
副
長
官
の
発
言
は
、
国
防
総

省
の
対
韓
支
援
問
題
に
対
す
る
変
化
を
表
す
も
の
で
あ
っ
た
。

㈢
　
米
国
の
「
不
干
渉
原
則
」

　
一
〇
月
五
日
、
訪
米
し
た
盧
外
務
部
長
官
は
レ
イ
シ
ッ
シ
ュ
（M

yer Rashish

）
国
務
次
官
（
経
済
担
当
）
と
の
会
談
で
、
韓
国
が
日
本

か
ら
六
〇
億
ド
ル
の
支
援
を
受
け
る
た
め
の
米
国
の
支
援
を
要
請
し
た
。
レ
イ
シ
ッ
シ
ュ
国
務
次
官
は
盧
外
務
部
長
官
に
対
し
、「
我
々

は
、
日
韓
の
交
渉
を
強
い
関
心
を
持
っ
て
見
守
っ
て
い
る
が
、
そ
の
協
議
に
は
関
与
で
き
な
い
（W

e are w
atching Korea

’s negotiations 

w
ith Japan w

ith great interest but w
e cannot get involved in the dialogue.

）」
と
答
え
て
い
）
48
（

る
。
そ
し
て
、
グ
レ
ッ
グ
国
家
安
全
保
障
会

議
上
級
ス
タ
ッ
フ
も
盧
外
務
部
長
官
と
の
会
談
に
備
え
、
ア
レ
ン
国
家
安
全
保
障
担
当
補
佐
官
宛
に
作
成
し
た
覚
書
に
お
い
て
「
盧
信
永

が
、
日
本
の
大
規
模
な
援
助
要
請
に
対
す
る
米
国
の
支
持
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
、
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
（beating the drum

s

）
街
を
歩
い

て
い
る
」
と
、
盧
外
務
部
長
官
の
行
動
に
懸
念
を
示
し
た
上
で
、「
盧
の
要
求
は
拒
否
さ
れ
て
は
い
る
が
、
あ
な
た
に
再
要
請
す
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
述
べ
つ
つ
、
ア
レ
ン
に
対
し
て
㈠
米
国
は
、
日
本
と
韓
国
の
間
で
卓
球
ボ
ー
ル
の
役
割
を
果
た
さ
な
い
こ
と
（The U

S 

w
ill not play the role of the ping pong ball

）、
㈡
日
本
は
、
韓
国
の
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
知
る
必
要
性
を
明
確
に
理
解
し
、
協
力

す
る
た
め
に
真
の
努
力
を
し
て
い
る
こ
と
、
㈢
米
国
と
韓
国
は
、
日
本
が
国
防
費
と
援
助
額
を
増
や
た
め
、
早
く
行
動
に
移
す
こ
と
を
希

望
し
て
い
る
が
、
私
た
ち
の
期
待
は
現
実
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
㈣
米
国
は
、
盧
が
韓
国
政
府
内
に
お
け
る
反
日
好
戦
主
義

（jingoism

）
を
抑
え
込
む
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
認
め
て
高
く
評
価
す
る
こ
と
、
を
述
べ
る
よ
う
に
提
言
し
て
い
）
49
（

た
。
日
韓
安
保
経
協
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交
渉
に
関
与
し
な
い
と
い
う
米
国
の
立
場
は
、
続
く
韓
国
の
支
援
要
請
に
対
す
る
米
国
側
の
態
度
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　
一
一
月
二
日
か
ら
二
日
間
に
わ
た
り
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
米
韓
政
策
協
議
会
で
、
孔
政
務
次
官
補
は
、
日
本
に
対
し
て
六
〇

億
ド
ル
の
融
資
を
要
請
し
た
韓
国
の
論
理
的
根
拠
を
繰
り
返
し
、
盧
外
務
部
長
官
も
、
米
国
代
表
団
と
の
別
の
会
談
に
お
い
て
、「
韓
国

は
補
助
金
で
は
な
く
、
六
〇
億
ド
ル
の
融
資
を
求
め
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。
し
か
し
、
ウ
ォ
ル
フ
ォ
ウ
ィ
ッ
ツ
（Paul D. W

olfow
itz

） 

国
務
省
政
策
企
画
本
部
長
は
、「
日
本
に
対
す
る
米
国
の
圧
力
に
は
限
界
が
あ
る
」
と
答
え
て
い
）
50
（

る
。
一
一
月
九
日
に
訪
日
し
た
ス
ト
ー

セ
ル
（W

alter J. Stoessel Jr.

）
国
務
次
官
（
政
策
担
当
）
も
、
須
之
部
量
三
外
務
事
務
次
官
と
の
会
談
で
、「
日
韓
の
良
好
な
関
係
は
ア
ジ

ア
の
平
和
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
」
と
強
調
し
つ
つ
、「
米
国
は
日
韓
経
済
協
力
問
題
に
関
与
（
口
出
し
）
す
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
述

べ
て
い
）
51
（
る
。

　
一
方
、
一
九
八
二
年
に
入
り
、
米
国
は
、
日
本
が
韓
国
の
要
求
額
を
政
治
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
日
韓
両
国
の

交
渉
に
よ
り
、
支
援
計
画
の
妥
協
案
に
は
合
意
で
き
る
と
み
て
い
）
52
（
た
。
国
務
省
が
ブ
ッ
シ
ュ
（G

eorge H
. W
. Bush

）
副
大
統
領
の
韓
国

訪
問
に
備
え
て
作
成
し
た
文
書
に
は
、
以
下
の
よ
う
記
さ
れ
て
い
た
。

　
韓
国
は
、
日
本
に
対
し
て
約
六
〇
億
ド
ル
の
援
助
を
求
め
て
お
り
、
こ
の
問
題
に
米
国
を
巻
き
込
も
う
と
し
て
い
る
。
日
本
は
、
韓
国
が
確
実
に
不

十
分
に
感
じ
る
で
あ
ろ
う
支
援
計
画
を
提
案
す
る
準
備
が
で
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
一
方
を
支
持
す
る
こ
と
は
、
我
々
に
と
っ

て
利
益
に
な
る
と
は
思
わ
な
）
53
（
い
。

国
務
省
は
、
米
国
政
府
が
日
韓
安
保
経
協
交
渉
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
利
益
に
な
ら
な
い
と
い
う
見
解
を
駐
韓
米
国
大
使
館
に
伝
え
た
。

そ
の
後
、
一
九
八
二
年
四
月
二
五
日
か
ら
二
七
日
ま
で
の
ブ
ッ
シ
ュ
副
大
統
領
の
訪
韓
期
間
中
に
、
ホ
ー
ル
ド
リ
ッ
ジ
国
務
次
官
補
は
盧

外
務
部
長
官
に
対
し
、「
米
国
政
府
の
立
場
は
、
日
韓
両
国
が
互
い
に
満
足
で
き
る
解
決
策
を
導
き
出
す
こ
と
を
望
ん
で
い
る
が
、
韓
国
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経
済
の
発
展
を
支
援
し
、
安
保
の
必
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
以
外
に
は
直
接
関
与
し
な
い
（U

SG
 position w

as that. . . w
e w
ould not be 

involved directly. . . .

）」
と
述
べ
て
い
）
54
（

た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
米
国
は
、
日
韓
安
保
経
協
の
交
渉
過
程
に
お
い
て
、
直
接
関
与
す
る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
も
日
韓
両
国
に
よ
る
問
題

解
決
を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
米
国
の
立
場
と
相
ま
っ
て
、
韓
国
の
内
部
で
も
日
韓
の
交
渉
に
米
国
を
巻
き
込
む
こ
と
に
関
し

て
注
意
を
促
す
声
も
挙
が
っ
て
い
）
55
（

た
。

　
一
九
八
二
年
三
月
一
一
日
か
ら
一
二
日
に
か
け
て
東
京
で
行
わ
れ
た
日
韓
・
韓
日
協
力
委
員
会
主
催
の
第
二
〇
回
合
同
会
議
を
終
え
て

帰
国
し
た
南
悳
祐
会
長
（
元
国
務
総
理
）
は
、
訪
日
の
結
果
を
崔
東
鎮
亜
州
局
長
と
李
在
春
東
北
亜
一
課
長
に
伝
え
て
い
る
。
南
会
長
は
、

「
日
本
側
の
一
部
に
お
い
て
、
韓
国
側
が
米
国
の
対
日
圧
力
に
依
存
し
て
い
る
よ
う
に
映
り
反
発
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
た
め
、
同
問
題

は
日
韓
間
で
協
議
す
る
問
題
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
引
き
続
き
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
上
で
、「
経
済
協
力
問
題
を
見

誤
る
と
、
日
米
韓
の
協
力
体
制
が
深
刻
な
局
面
に
差
し
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
慎
重
な
対
処
が
必
要
で
あ
り
、
日
米
韓
協
力
を
強

調
す
る
方
向
に
世
論
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
自
身
の
見
解
を
示
し
）
56
（
た
。
つ
ま
り
、
韓
国
が
日
韓
安
保
経
協
交
渉
に
米
国
を
巻
き
込

も
う
と
す
る
印
象
を
与
え
る
こ
と
は
日
本
の
反
発
を
招
く
こ
と
に
な
り
、
日
米
韓
の
協
力
体
制
を
も
危
う
く
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
盧
外
務
部
長
官
に
代
わ
っ
て
新
た
に
外
務
部
長
官
に
就
任
し
た
李
範
錫
は
、
米
国
の
「
不
干
渉
原
則
」
を
理
解
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

李
外
務
部
長
官
は
、
六
月
二
日
に
就
任
し
て
間
も
な
く
、
六
月
二
六
日
か
ら
七
月
二
二
日
の
日
程
で
米
国
を
訪
問
し
た
。
李
外
務
部
長
官

の
訪
米
に
向
け
て
駐
韓
米
国
大
使
館
が
作
成
し
た
文
書
に
は
、
李
外
務
部
長
官
が
日
韓
安
保
経
協
交
渉
の
現
状
と
進
捗
状
況
に
対
す
る
認

識
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
推
測
し
た
上
で
、「
彼
〔
李
外
務
部
長
官
〕
は
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
仲
介
役
と
し
て
関
与
で
き
な
い
と
い
う
確

固
た
る
米
国
の
立
場
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
（H

e appreciates the firm
 Am
erican position that w

e cannot get involved as a m
iddlem

an 

in this issue

）」
と
述
べ
て
い
る
。
続
け
て
、
同
文
書
は
日
本
の
対
韓
支
援
問
題
に
対
し
、「
ヘ
イ
グ
国
務
長
官
が
〔
李
外
務
部
長
官
に
対
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し
〕
強
い
口
調
で
、
地
域
安
定
と
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
日
本
と
韓
国
が
可
能
な
限
り
早
急
か
つ
円
滑
に
協
力
す
る
こ
と
に
対
す
る

我
々
の
強
い
関
心
を
再
確
認
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
」
と
提
言
し
て
い
）
57
（

る
。

　
李
外
務
部
長
官
は
訪
米
の
帰
路
で
日
本
を
非
公
式
に
訪
問
し
、
交
渉
の
妥
結
に
向
け
た
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て
い
）
58
（
た
。
し
か
し
、
そ
の

直
後
の
教
科
書
問
題
の
浮
上
と
、
鈴
木
首
相
の
突
然
の
退
任
表
明
で
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
日
韓
安
保
経
協
交
渉
は
、
一
九
八
三

年
一
月
一
一
日
、
中
曾
根
首
相
の
訪
韓
に
際
し
て
四
〇
億
ド
ル
で
決
着
す
る
こ
と
に
な
る
。

四
　
お
わ
り
に

　
米
国
政
府
は
、
一
九
八
一
年
二
月
の
米
韓
首
脳
会
談
の
直
後
か
ら
相
次
い
だ
日
本
の
対
韓
経
済
支
援
を
め
ぐ
る
韓
国
側
の
支
援
要
請
に

応
じ
る
こ
と
な
く
、
日
韓
安
保
経
協
交
渉
に
は
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
米
国
の
「
不
干
渉
原

則
」
は
日
韓
安
保
経
協
交
渉
に
対
す
る
無
関
心
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
米
国
政
府
は
、
中
立
的
な
立
場
か
ら
強
い

関
心
を
持
っ
て
日
韓
の
交
渉
過
程
を
見
守
り
つ
つ
、
日
韓
に
よ
る
問
題
解
決
を
両
国
政
府
に
助
言
し
て
い
た
。
と
は
い
え
、
本
稿
で
明
ら

か
に
し
た
よ
う
に
、
米
国
は
日
韓
安
保
経
協
交
渉
を
完
全
に
日
韓
の
二
国
間
問
題
と
み
な
し
、
同
交
渉
に
は
関
与
し
な
い
と
い
う
自
国
の

立
場
を
両
国
に
対
し
て
明
確
に
伝
え
て
い
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
、
日
本
の
反
発
を
恐
れ
た
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

米
国
は
、
自
国
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
日
本
の
能
力
の
限
界
を
考
慮
し
、
日
本
側
に
対
し
て
対
韓
経
済
支
援
を
強
く
求
め
る
の
は
逆
効
果

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
第
二
に
、
韓
国
の
対
日
要
求
が
現
実
的
で
は
な
か
っ
た
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
米
国
は
、
韓
国
の
対

日
要
求
の
内
容
と
推
進
方
式
に
強
引
な
側
面
が
あ
り
、
日
本
の
対
韓
認
識
及
び
援
助
方
針
に
照
ら
し
、
日
本
が
韓
国
の
要
請
に
肯
定
的
に

反
応
す
る
可
能
性
を
疑
問
視
し
て
い
た
。
第
三
に
、
米
国
の
関
与
に
よ
っ
て
日
韓
関
係
が
悪
化
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
点
を
挙
げ
る
こ
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と
が
で
き
る
。
当
時
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ソ
連
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
、
日
米
韓
の
連
合
戦
線
の
構
築
を
目
指
し
て
い
た
レ
ー
ガ
ン

政
権
に
と
っ
て
は
、
良
好
な
日
韓
関
係
が
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
米
国
政
府
は
最
終
的
に
、
日
韓
安
保
経

協
交
渉
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
が
国
益
に
な
ら
な
い
と
判
断
し
、
同
交
渉
へ
の
不
干
渉
を
米
国
の
立
場
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

　
従
来
、
日
韓
関
係
は
両
国
の
同
盟
国
で
あ
る
米
国
フ
ァ
ク
タ
ー
に
大
き
く
影
響
を
受
け
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
の
分
析
か
ら

韓
国
の
日
韓
安
保
経
協
構
想
に
よ
る
日
韓
の
交
渉
が
米
国
要
因
で
は
な
く
、
日
韓
両
国
の
み
に
よ
っ
て
妥
結
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
こ

と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
日
韓
安
保
経
協
交
渉
に
お
け
る
米
国
の
認
識
を
考
察
し
た
も
の
の
、
そ
の
過
程
で
国
防
総
省
と
国
務
省

及
び
国
家
安
全
保
障
会
議
の
異
な
る
認
識
が
調
整
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
ま
で
は
資
料
的
制
約
で
考
察
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
今

後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
1
）  

孔
魯
明
・
任
晟
準
「
対
日
安
保
交
渉
の
顚
末
」（
韓
国
外
務
部
、
一
九
八
三
年
）、
八
二
頁
﹇
韓
国
語
﹈。

（
2
）  Briefing Paper of the D
epartm

ent of State, 

“Japan-Korea Relations

”, January 1983, The U
nited States and the Two Koreas: 

1969 -2000 （hereafter The U
nited States and the Two Koreas

）, D
igital N

ational Archives Collection （hereafter D
N
SA

）.

（
3
）  

小
倉
和
夫
『
秘
録
・
日
韓
一
兆
円
資
金
』（
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
）、
四
二
頁
。

（
4
）  

長
谷
川
和
年
『
首
相
秘
書
官
が
語
る
中
曽
根
外
交
の
舞
台
裏
』（
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
四
年
）、
一
〇
四
頁
。

（
5
）  

日
韓
安
保
経
協
に
お
け
る
交
渉
過
程
と
妥
結
要
因
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
孫
基
燮
「
中
曽
根
政
権
の
韓
日
経
協
外
交

―
「
手
作
り
外

交
」
の
政
治
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」『
政
治
情
報
研
究
』
第
二
四
巻
一
号
（
韓
国
政
治
情
報
学
会
、
二
〇
二
一
年
）、
二
二
一
―
二
四
四
頁
﹇
韓
国

語
﹈、
孫
基
燮
「
八
〇
年
代
韓
日
新
Ｏ
Ｄ
Ａ
経
協
借
款
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉
」『
政
治
情
報
研
究
』
第
二
三
巻
一
号
（
韓
国
政
治
情
報
学
会
、
二
〇

二
〇
年
）、
八
三
―
一
一
二
頁
﹇
韓
国
語
﹈、
孫
基
燮
「
韓
日
安
保
経
協
外
交
の
政
策
決
定

―
一
九
八
一
年
―
一
九
八
三
年
日
本
の
対
韓
国
政
府

借
款
」『
国
際
政
治
論
叢
』 

第
四
九
輯
一
号
（
韓
国
国
際
政
治
学
会
、
二
〇
〇
九
年
）、
三
〇
五
―
三
二
八
頁
﹇
韓
国
語
﹈。
若
月
秀
和
『
冷
戦
の

終
焉
と
日
本
外
交

―
鈴
木
・
中
曽
根
・
竹
下
政
権
の
外
交
一
九
八
〇
年
―
一
九
八
九
年
』（
千
倉
書
房
、
二
〇
一
七
年
）、
第
一
章
、
第
二
章
、

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
6
）  

李
庭
植
（
小
此
木
政
夫
、
吉
田
博
司
訳
）『
戦
後
日
韓
関
係
史
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
五
年
）、
第
五
章
。

（
7
）  

小
此
木
政
夫
「
新
冷
戦
下
の
日
米
韓
体
制

―
日
韓
経
済
協
力
交
渉
と
三
国
戦
略
協
調
の
形
成
」
小
此
木
政
夫
・
文
正
仁
編
『
市
場
・
国
家
・

国
際
体
制
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）、
第
四
章
。

（
8
）  
薦
田
真
由
美
「
韓
日
安
保
経
協
分
析

―
歴
史
的
展
開
と
理
論
的
含
意
」（
高
麗
大
学
校
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
三
年
）、
第
二
章
﹇
韓
国

語
﹈。

（
9
）  
曺
良
鉉
「
第
五
共
和
国
対
日
外
交
と
韓
・
日
安
保
経
協

―
安
保
経
協
案
の
起
源
に
対
す
る
実
証
分
析
」『
国
際
政
治
論
叢
』
第
五
七
輯
二
号

（
韓
国
国
際
政
治
学
会
、
二
〇
一
七
年
）、
一
六
九
―
二
〇
五
頁
﹇
韓
国
語
﹈。

（
10
）  

孔
魯
明
『
韓
国
外
交
と
外
交
官

―
対
日
外
交
・
北
方
政
策
・
北
核
協
商
』（
国
立
外
交
院
、
二
〇
一
九
年
）、
一
一
五
頁
﹇
韓
国
語
﹈。

（
11
）  

孔
魯
明
「
孔
魯
明
前
外
交
部
長
官
の
大
韓
民
国
外
交
五
〇
年
（
下
）」『
月
刊
朝
鮮
』
二
月
号
、（
朝
鮮
ニ
ュ
ー
ス
プ
レ
ス
、
二
〇
一
五
年
）、
二

〇
三
―
二
〇
四
頁
﹇
韓
国
語
﹈。

（
12
）  

日
本
が
韓
国
と
の
国
交
正
常
化
に
臨
ん
だ
主
な
理
由
は
、
日
本
の
安
保
に
影
響
を
及
ぼ
す
朝
鮮
半
島
の
軍
事
的
緊
張
状
態
に
対
す
る
憂
慮
と
関

心
か
ら
で
あ
っ
た
。
李
元
徳
「
韓
日
過
去
史
葛
藤
の
構
造
と
解
法
模
索
」
鑅
作
・
李
元
徳
編
『
日
本
と
は
韓
国
に
と
っ
て
何
か
』（
ハ
ン
ウ
ル
ア

カ
デ
ミ
、
二
〇
〇
六
年
）、
四
〇
七
―
四
〇
八
章
﹇
韓
国
語
﹈。
一
九
六
八
年
、
第
二
回
日
韓
閣
僚
会
議
で
採
択
さ
れ
た
共
同
声
明
の
内
容
「
両
国

の
閣
僚
は
韓
国
の
安
全
と
繁
栄
が
日
本
の
そ
れ
に
重
大
な
影
響
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
」
は
、
日
本
の
積
極
的
な
経
済
協
力
が
韓
国
の
防
衛
に
重

要
な
意
味
を
持
つ
と
い
う
点
に
日
韓
両
国
が
理
解
を
共
に
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
李
昡
珍
「
一
九
六
〇
年
代
後
半
情
勢
変
化
と
韓
日
経
済
協

力
の
論
理

―
韓
日
定
期
閣
僚
会
議
の
論
議
過
程
を
中
心
に
」『
韓
国
思
想
史
学
』
第
三
八
号
（
韓
国
思
想
史
学
会
、
二
〇
一
一
年
）、
三
一
三
頁

﹇
韓
国
語
﹈。
一
九
六
九
年
八
月
の
第
三
回
日
韓
閣
僚
会
議
で
も
、
韓
国
は
総
合
製
鉄
工
場
の
建
設
の
た
め
に
日
本
に
対
し
て
資
金
支
援
を
求
め
、

日
本
は
浦
項
製
鉄
所
建
設
に
協
力
し
た
。
製
鉄
所
建
設
に
対
す
る
日
本
の
協
力
を
通
じ
て
「
韓
国
の
繁
栄
と
安
全
」
を
図
る
こ
と
は
、「
日
本
の

繁
栄
と
安
全
」
に
も
寄
与
で
き
る
と
い
う
認
識
が
日
韓
両
国
の
指
導
層
で
共
有
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
西
野
純
也
「
韓
日
経
済
協
力
関
係
の
始

ま
り
と
制
度
化
過
程
」『
日
本
批
評
』
第
一
二
号
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
日
本
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
）、
六
四
頁
﹇
韓
国
語
﹈。
こ
の
よ
う
に
、
韓
国

に
対
す
る
日
本
の
経
済
援
助
は
、
事
実
上
の
安
全
保
障
協
力
の
形
で
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
韓
国
政
府
が
「
安
全
保
障
」
と
「
経
済
協
力
」
を
直

接
に
関
連
づ
け
、
莫
大
な
金
額
の
経
済
援
助
を
日
本
側
に
正
式
に
要
請
し
た
の
は
、
全
斗
煥
政
権
の
時
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。

（
13
）  

「
国
際
経
済
局
長
か
ら
亜
州
局
長
に
韓
日
外
相
会
談
資
料
送
付
」（
一
九
八
〇
・
三
・
五
）、
韓
国
外
務
部
『
朴
東
鎮
外
務
長
官
日
本
訪
問
、
一

九
八
〇
・
四
・
一
六
―
一
八
．
全
三
巻
（V. 3

資
料
）』（
分
類
番
号724.31JA

、
登
録
番
号6065

）
一
七
―
一
九
頁
。
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（
14
）  

一
九
八
〇
年
四
月
一
七
日
、
日
韓
国
交
正
常
化
以
後
に
日
本
政
府
か
ら
初
め
て
正
式
に
招
待
さ
れ
訪
日
し
た
朴
東
鎮
外
務
部
長
官
は
、
大
来
佐

武
郎
外
相
と
の
会
談
で
、「
韓
国
の
経
済
的
安
定
は
政
治
的
安
定
に
も
繫
が
る
た
め
、
日
本
が
対
韓
経
済
協
力
を
大
局
的
な
見
地
か
ら
拡
大
し
て

く
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
」
と
述
べ
つ
つ
、「
韓
国
の
経
済
的
な
困
難
は
も
ち
ろ
ん
、
莫
大
な
国
防
費
の
負
担
が
あ
り
、
カ
ー
タ
ー
大
統
領
と
バ

ン
ス
（Cyrus R. Vance

）
国
務
長
官
も
事
情
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
」
と
日
本
に
対
し
て
対
韓
経
済
協
力
の
拡
大
を
要
請
し
て
い
た
。「
韓
日

外
相
会
談
報
告
」（
一
九
八
〇
・
四
・
一
七
）、
韓
国
外
務
部
『
朴
東
鎮
外
務
長
官
日
本
訪
問
、
一
九
八
〇
・
四
・
一
六
―
一
八
．
全
三
巻
（V. 2

結
果
報
告
）』（
分
類
番
号724.31JA

、
登
録
番
号3355

）
九
五
―
九
六
頁
。

（
15
）  

全
斗
煥
『
全
斗
煥
回
顧
録
二
巻
、
青
瓦
台
時
節
』（
ジ
ャ
ジ
ャ
ッ
ナ
ム
ス
ッ
、 

二
〇
一
七
年
）、
三
五
三
―
三
五
四
頁
﹇
韓
国
語
﹈。

（
16
）  

全
斗
煥
、
同
右
、
三
〇
三
頁
。

（
17
）  Cable from

 the D
epartm

ent of State to Em
bassy in Seoul, 

“President Chun

’s M
eeting w

ith President Reagan February 2, 
1981

”, February 12, 1981, Executive Secretariat, N
SC: County File: Records, 1981 -1985, Ronald Reagan Presidential Library 

D
igital Library Collections.

（
18
）  

首
脳
会
談
の
直
後
に
、
グ
レ
ッ
グ
国
家
安
全
保
障
会
議
上
級
ス
タ
ッ
フ
が
作
成
し
た
首
脳
会
談
の
覚
書
の
中
で
、
全
大
統
領
の
「
日
本
が
韓
国

に
二
個
師
団
の
費
用
に
相
当
す
る
金
額
で
、
韓
国
ヘ
の
経
済
支
援
を
拡
大
す
る
よ
う
に
促
す
」
と
い
う
発
言
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
解
釈
に
多
少
の

混
乱
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
グ
レ
ッ
グ
国
家
安
全
保
障
会
議
上
級
ス
タ
ッ
フ
は
、
首
脳
会
談
の
参
加
者
ら
と
再
度
確
認
し
、
覚
書
に
問
題
が
な

か
っ
た
と
ア
レ
ン
国
家
安
全
保
障
担
当
補
佐
官
に
報
告
し
て
い
る
。M

em
orandum

 for Allen from
 Gregg, 

“Mem
orandum

 of Conversation 
President Reagan/President Chun

”, February 3, 1981, Executive Secretariat, N
SC: Subject File: Records, 1981 -1985, Ronald 

Reagan Presidential Library D
igital Library Collections.

（
19
）  Briefing Book of the D

epartm
ent of State, 

“The O
fficial V

isit of Korean President Chun, February 1 -3, 1981

”, January 29, 
1981, The U

nited States and the Two Koreas, D
N
SA.

（
20
）  M
em
orandum

 for the President from
 Allen, 

“President Chun of Korea

”, January 29, 1981, The U
nited States and the Two 

Koreas, D
N
SA.

（
21
）  Cable from

 the D
epartm

ent of State to Em
bassy in Seoul, 

“RO
K President Chun

’s M
eeting w

ith the Secretary at the State 
D
epartm

ent

”, February 6, 1981, The U
nited States and the Two Koreas, D

N
SA.

（
22
）  

孔
魯
明
・
任
晟
準
、
前
掲
書
、
六
―
七
頁
。
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（
23
）  

「
外
務
部
長
官
か
ら
駐
日
大
使
に
電
報
（W

JA -02140

）」（
一
九
八
〇
・
二
・
一
四
）、
韓
国
外
務
部 

『
全
斗
煥
大
統
領
米
国
訪
問
、
一
九
八

一
・
一
・
二
八
―
二
・
七
．
全
十
二
巻
（V. 5

基
本
文
書
）』（
分
類
番
号724.11U
S

、
登
録
番
号9478

）
一
七
九
頁
。
こ
の
内
容
は
、
当
時
の

李
在
春
政
務
課
長
に
よ
り
小
倉
北
東
ア
ジ
ア
課
長
に
転
送
さ
れ
た
。「
外
務
部
長
官
か
ら
駐
日
大
使
に
電
報
（JAW

-02323

）」（
一
九
八
一
・

二
・
一
七
）、
同
右
、
一
八
〇
頁
。

（
24
）  
盧
信
永
『
盧
信
永
回
顧
録
』（
高
麗
書
籍
、
二
〇
〇
〇
年
）、
二
八
一
頁
﹇
韓
国
語
﹈。

（
25
）  
添
谷
芳
秀
『
戦
後
日
本
外
交
史
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
）、
一
八
八
頁
。

（
26
）  Background Paper of the D

epartm
ent of D

efense, 

“Security Cooperation betw
een Japan and the RO

K

”, 1980, Japan and the 
U
nited States: D

iplom
atic, Security, and Econom

ic Relations, Part III, 1961 -2000 

（hereafter Japan and the U
nited States III

）, 
D
N
SA.

（
27
）  M

em
orandum

 for M
cG
iffert from

 Kom
er, 

“Japanese Contribution to RO
K Security

”, April 8, 1980, Japan and the U
nited 

States III, D
N
SA.

（
28
）  M

em
orandum

 for Kom
er from

 M
cG
iffert, 

“Increasing Japan

’s Support to South Korea

”, M
ay 24, 1980, Japan and the U

nited 
States III, D

N
SA.

（
29
）  M

em
orandum

 for M
cG
iffert from

 Kom
er, 

“Japan-South Korea Security Relationship

”, M
ay 24, 1980, Japan and the U

nited 
States III, D

N
SA.

（
30
）  M

em
orandum

 for Brow
n from

 M
cG
iffert, 

“Security Subcom
m
ittee M

eeting w
ith the Japanese

”, July 2, 1980, Japan and the 
U
nited States: D

iplom
atic, Security, and Econom

ic Relations, Part II, 1977 -1992 

（hereafter Japan and the U
nited States II

）, 
D
N
SA. Briefing Book of the D

epartm
ent of D

efense, 
“Tw

elfth U. S-Japan Security Subcom
m
ittee M

eeting

（SSC

）, 30 June-2 
July 1980, H

onolulu, H
aw
aii

”, July 2, 1980, Japan and the U
nited States III, D

N
SA. 

当
時
の
金
正
濂
駐
日
大
使
も
、
朴
東
鎭
外
務
部

長
官
宛
の
電
報
に
お
い
て
、
日
米
安
保
事
務
レ
ベ
ル
協
議
で
、 
米
国
側
が
「
韓
国
に
対
す
る
日
本
の
長
期
的
な
援
助
は
次
第
に
重
要
に
な
る
と
見

て
い
る
」
と
話
し
た
こ
と
を
丹
波
實
安
全
保
障
局
長
か
ら
聞
い
た
と
報
告
し
て
い
る
。「
駐
日
韓
国
大
使
か
ら
外
務
部
長
官
に
電
報
（JAW

-
07467

）」（
一
九
八
〇
・
七
・
一
九
）、
韓
国
外
務
部
『
日
本
・
米
国
安
保
協
力
、
一
九
八
〇
』（
分
類
番
号729.14U

S

、
登
録
番
号17928

）
二

七
―
二
九
頁
。

（
31
）  Background Paper of the D

epartm
ent of D

efense, 

“U. S D
efense policy G

uidance for East Asia in the 1980s, M
arch 11, 
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1981, Japan and the U
nited States III, D

N
SA. M

em
orandum

 of the D
epartm

ent of D
efense, 

“Your M
eeting w

ith Japan

’s Prim
e  

M
inister Suzuki

”, M
ay 5, 1981, Japan and the U

nited States II, D
N
SA.
（
32
）  

「
駐
米
韓
国
大
使
か
ら
外
務
部
長
官
に
電
報
（U

SW
-06239

）」（
一
九
八
一
・
六
・
一
九
）、
韓
国
外
交
部
『
日
本
・
米
国
安
保
協
力
、
一
九

八
一
』（
分
類
番
号729.14JA/U

S

、
登
録
番
号11426

）
二
九
頁
。

（
33
）  C

able from
 Em
bassy in Seoul to the D

epartm
ent of State, 

“DPM
 V
iew
s on Rice, Econom

ic Bilaterals, and Japanese  
Econom

ic Assistance, February 17, 1981, The U
nites States and the Two Koreas, D

N
SA. 

（
34
）  Cable from

 Em
bassy in Seoul to the D

epartm
ent of State, 

“RO
KG
 Request for G

O
J Econom

ic Assistance

”, April 23, 1981, 
Executive Secretariat, N

SC: County File: Records, 1981 -1985, Ronald Reagan Presidential Library D
igital Library Collections.

（
35
）  Cable from

 the D
epartm

ent of State to Em
bassy in Seoul, 

“Am
bassador Kim

 M
ay 4 Call on Am

bassador H
oldridge

”, M
ay 5, 

1981, The U
nited States and the Two Koreas, D

N
SA.

（
36
）  Briefing Paper of the D

epartm
ent of State, 

“Korea

”, M
arch 16, 1981, Japan and the U

nited States II, D
N
SA.

（
37
）  M

em
orandum

 for A
llen from

 G
regg, 

“RO
K Policy Initiatives

”, A
pril 9, 1981, Executive Secretariat, N

SC: County File:  
Records, 1981 -1985, Ronald Reagan Presidential Library D

igital Library Collections.

（
38
）  Cable from

 Em
bassy in Japan to the D

epartm
ent of State, 

“Japanese Aid Policy tow
ard the RO

K

”, April 17, 1981, Japan 
and the U

nited States III, D
N
SA.

（
39
）  Cable from

 Em
bassy in Japan to the D

epartm
ent of State, 

“MITI V
iew
s on Japan-RO

K Trade Aid Relations

”, April 24, 
1981, Japan and the U

nited States III, D
N
SA.

（
40
）  Briefing Book of the D

epartm
ent of State, 

“Official V
isit Japanese Prim

e M
inister Suzuki, M

ay6 -9

”, April 30, 1981, Japan 
and the U

nited States II, D
N
SA.

（
41
）  Cable from

 Em
bassy in Japan to the D

epartm
ent of State, 

“RO
KG

’s Request for G
O
J Econom

ic Assistance

”, M
ay 2, 1981, 

Japan and the U
nited States III, D

N
SA.

（
42
）  Cable from

 Em
bassy in Japan to the D

epartm
ent of State, 

“Japan-RO
K Foreign M

inisters M
eeting

”, August 27, 1981, Japan 
and the U

nited States III, D
N
SA.

（
43
）  Cable from

 Em
bassy in Seoul to the D

epartm
ent of State, 

“FM
 Lho Seeks U. S. H

elp in RO
K-Japan im

passe

”, August 27, 
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1981, Executive Secretariat, N
SC: County File: Records, 1981 -1985, Ronald Reagan Presidential Library D

igital Library  
Collections.

（
44
）  M

em
orandum

 for Allen from
 G
regg, 

“RO
K-Japan Relations

”, August 27, 1981, Executive Secretariat, N
SC: County File:  

Records, 1981 -1985, Ronald Reagan Presidential Library D
igital Library Collections.
（
45
）  Cable from

 Em
bassy in Tokyo to the D

epartm
ent of State, 

“Japan-RO
K Relations

”, Septem
ber 4, 1981, Japan and the U

nited 
States III, D

N
SA.

（
46
）  Cable from

 Em
bassy in Tokyo to the Departm

ent of State, 

“Japanese V
iew
 of RO

K-Japan M
inisterial Conference

”, Septem
ber 

18, 1981, Japan and the U
nited States III, D

N
SA. 

会
談
に
て
、
松
浦
晃
一
郎
外
務
省
経
済
協
力
局
政
策
課
長
は
駐
日
米
国
大
使
館
関
係
者

に
対
し
、「
韓
国
が
何
ら
か
の
形
で
米
国
政
府
を
巻
き
込
も
う
と
説
得
す
れ
ば
、
二
国
間
の
援
助
問
題
を
た
だ
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
」
と
日

韓
交
渉
へ
の
米
国
の
関
与
に
対
す
る
恐
れ
を
伝
え
て
い
た
。

（
47
）  Cable from

 Em
bassy in Tokyo to the D

epartm
ent of State, 

“Deputy Secretary Carlucci

’s V
isit to Japan

”, O
ctober 2, 1981, 

Japan and the U
nited States III, D

N
SA.

（
48
）  Cable from

 the D
epartm

ent of State to Em
bassy in Seoul, 

“Under Secretary M
eets w

ith Foreign M
inister Lho

”, O
ctober 8, 

1981, The U
nited States and the Two Koreas, D

N
SA.

（
49
）  M

em
orandum

 for Allen from
 G
regg, 

“Your M
eeting Korean Foreign M

inister Lho on O
ctober 8 at 9:30 a. m

.

”, O
ctober 7, 

1981. Executive Secretariat, N
SC: County File: Records, 1981 -1985, Ronald Reagan Presidential Library D

igital Library  
Collections.

（
50
）  Cable from
 Em
bassy in Seoul to the D

epartm
ent of State, 

“RO
K-U. S. Policy Planning Talks

”, N
ovem

ber 13, 1981, The 
U
nited States and the Two Koreas, D

N
SA.

（
51
）  

「
駐
日
韓
国
大
使
か
ら
外
務
部
長
官
に
電
報
（JAW

-11195
）」（
一
九
八
一
・
一
一
・
一
〇
）、
前
掲
載
、
一
〇
七
―
一
〇
八
頁
。

（
52
）  Briefing Paper of the D

epartm
ent of State, 

“Japan-Republic of Korea Relations

”, April 2, 1982, The U
nited States and the 

Two Koreas, D
N
SA.

（
53
）  Cable from

 the D
epartm

ent of State to Em
bassy in Seoul, 

“Draft Country Briefing Paper

”, April 3, 1982, The U
nited States 

and the Two Koreas, D
N
SA.
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（
54
）  Cable from

 Em
bassy in Tokyo to the D

epartm
ent of State, 

“VP Bush

’s V
isit to Asia: Korea and Japan-Korea Relations, M

ay 
12, 1982, The U

nited States and the Two Koreas, D
N
SA.

（
55
）  

既
に
一
九
八
一
年
末
、
盧
載
源
外
交
安
保
研
究
院
長
は
、
六
〇
億
ド
ル
問
題
を
め
ぐ
る
日
韓
交
渉
過
程
で
、
米
国
が
韓
国
の
立
場
を
支
持
し
て

い
る
と
い
う
印
象
を
日
本
側
に
与
え
る
の
は
、
日
本
の
反
発
を
助
長
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
亜
州
局
長
に
報
告
し
て
い
た
。「
最
近
の
日
本
政
治

（
改
閣
説
）
状
況
等
報
告
」（
一
九
八
一
・
一
一
・
四
）、 

韓
国
外
務
部 

『
日
本
情
勢.

一
九
八
一
』（
分
類
番
号772JA

、
登
録
番
号16657

）
一

九
一
頁
。
そ
し
て
、
外
交
部
米
州
局
安
保
課
も
、
米
国
の
対
韓
・
日
安
保
問
題
に
関
す
る
米
下
院
外
交
委
専
門
委
員
報
告
書
を
引
用
す
る
形
で
、

「
日
韓
経
協
問
題
に
関
連
し
て
、
日
本
に
防
衛
分
担
の
圧
力
を
か
け
る
た
め
に
米
韓
が
協
力
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
日
本
の
官
僚
た
ち
は
疑
っ
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
接
近
方
法
は
、
日
本
の
対
北
傀
〔
北
朝
鮮
〕
接
近
な
ど
の
予
期
せ
ぬ
結
果
を
招
く
可
能
が
あ
る
と
み
て
い
る
」
と
報
告
し
て

い
る
。「
安
保
情
勢
報
告
」（
八
二
年
五
月
、
六
月
）、
韓
国
外
務
部
『
安
保
情
勢
報
告
．
一
九
八
二
』（
分
類
番
号729.19

、
登
録
番
号

11577

）
七
四
頁
。

（
56
）  

「
韓
・
日
協
力
委
員
会
訪
日
結
果
聴
取
」（
一
九
八
二
・
三
・
一
九
）、
韓
国
外
交
部 

『
韓
・
日
本
協
力
委
員
会
合
同
会
議
．
第
二
〇
回
．
東
京
．

一
九
八
二
・
三
・
一
一
―
一
二
』（
分
類
番
号723.9JA

、
登
録
番
号11474

）
四
四
頁
。

（
57
）  Cable from

 Em
bassy Seoul to the D

epartm
ent of State, 

“Foreign M
inister Lee Bum

 Suk

’s V
isit to W

ashington

”, June 24, 
1982, The U

nited States and the Two Koreas, D
N
SA.

（
58
）  

「
外
交
部
長
官
訪
日
結
果
」（
一
九
八
二
・
七
・
八
）、
韓
国
外
務
部
『
李
範
錫
外
務
長
官
日
本
訪
問
．
一
九
八
二
・
七
・
三
―
七
』（
分
類
番
号

724.31JA

、
登
録
番
号18030

）
二
一
九
頁
。
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全
　
揆
煥
（
ジ
ョ
ン
　
キ
ュ
フ
ァ
ン
）

所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

最
終
学
力
　
　
国
民
大
学
校
大
学
院
国
際
地
域
学
科
修
士
課
程

専
攻
領
域
　
　
日
韓
関
係
、
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治

主
要
著
作
　
　「
日
本
の
皇
室
外
交
と
韓
日
関
係

―
平
成
天
皇
を
中
心
に
」『
日
本
研
究
論
叢
』
第

四
五
号
（
二
〇
一
七
年
）﹇
韓
国
語
﹈


